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ガバナーズレター

田中 誠二

国際ロータリー第2650地区
2017-18年度ガバナー

G O V E R N O R ’ S  L E T T E R

　実りの秋も日に日に深まり、紅葉が美しい彩を添える中、肌
に吹く風の冷たさを改めて実感する季節となりました。7月から
始まった今年度の公式訪問も、お蔭様で10月末をもって95ク
ラブの訪問を無事終えることができました。訪問させていただ
いた各クラブの会長・幹事様はじめ会員の皆様の心温まるホ
スピタリティとお心くばりに改めて感謝申しあげます。
　今年度がスタートして早や4か月の月日が流れました。各
クラブにおかれましては、国内外での奉仕活動や親睦行
事、また、地域と連携した各種事業が、いよいよ本格的に山
場を迎え、佳境に差し掛かってきたものと拝察します。日々
の奉仕の実践と親睦で育まれた大きな人の和の広がりが、
人々の人生をプラスに変え、地域に、国に、世界に変化をも
たらし、やがて私たちロータリアン一人ひとりの心の中に「超
我の奉仕」を実感し共有できる充実したクラブの運営とその
成果を期待いたしております。
　今月は「ロータリー財団」の月間です。周知のとおりロータ
リーは、クラブ、国際ロータリー、ロータリー財団の3本の柱で支
えられています。これらが一体となって、私たちは、世界中の地
域社会に持続可能な変化を生み出しています。ロータリーの発
展は、まずは各クラブの自主性、自治が基本であり、世界各地
のクラブではロータリアン一人ひとりが、職業を通じて地域社会
に貢献しながら親睦と奉仕活動を通じて視野を広げ、会員同
士の友情や地域社会との絆を培うことが求められています。
　一方で、国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会の
リーダーのネットワークを通じて、人々に奉仕し高潔さを奨励
し、世界理解、親善、平和を推進することです。他方、ロータ
リー財団の使命は、ロータリアンが、健康状態を改善し、 教育
への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親
善、平和を 達成できるようにすることです。　
　基本的には、国際ロータリーとロータリー財団は独立した法
人ですが、現在では理念上も、実際上も、「One Rotary」、
すなわち、ひとつのロータリーとして機能し、一致団結して使命
を完遂しています。また、私たちは会費を通じて国際ロータリー
を支援し、寄付を通じてロータリー財団を支援しています。世
界中のクラブと地区は、人道的な国内外の奉仕事業が最大

限の成功をおさめられるよう、寄付した資金を地区補助金やグ
ローバル補助金として活用しています。また、世界200以上の
国や地域、および29の通貨圏で活動する国際的組織である
ことを活かし、「ひとつのロータリーとして」一致団結することで、
ロータリーは使命を果たすための強い土台を築いて、よりイン
パクトのある意義ある奉仕を展開しています。
　昨年、100歳の誕生日を迎えたロータリー財団は、この1世
紀にわたり、世界中のロータリアンによる奉仕活動を支え、奨
学金を通じて若者を支援し、ポリオ撲滅を実現に近づけてきま
した。きれいな水と衛生設備の提供、疾病の予防と治療、平
和と紛争解決、基本的教育の推進、経済と地域社会の発展
は、いずれもロータリーが力を注いでいる人道的奉仕分野で
す。これらの分野とポリオ撲滅において、ロータリー財団はこれ
までと同様にこれからもさらに重要な役割を果たしていきます。
　「世界で良いことをしよう」というビジョンを共有する会員の
皆さんのロータリー財団へのご奉仕は、財団補助金の原資と
なり助けを必要とする人々や地域社会に、持続可能な変化を
もたらす活動に役立てられています。また、一方でこの補助金
は、人々により良い生活をもたらし、希望にあふれる地域社会
を築くために活動するロータリアンを支援しています。
　我が地区においても、地区補助金とグローバル補助金の制
度を活用した意義ある奉仕プロジェクトが各クラブで企てられ、
実行されており、今年は、60のクラブが地区補助金を活用し
た奉仕プロジェクトに取り組まれています。また、グローバル補
助金は、事業を実施する国と地域のクラブ・地区とそれらを支
援するクラブと地区が連携して提唱するなど、習慣の違いや
言語の垣根を超えなければならない、事務的にも煩雑な要素
がありますが、各クラブでは、人道奉仕に重点おいたグローバ
ル補助金を活用した奉仕事業の無限大の可能性に着目いた
だき、奉仕事業の組み立てをご検討いただきたいと思います。
　結びに、ロータリー財団へのご寄付に加えて、これらの果実
を有効に活用することもロータリー活動となります。ぜひ、多様
な奉仕プロジェクトの選択肢、取り組みについて、大いにクラ
ブ内で議論をいただき、ロータリー財団に対する皆様のご理解
とご支援をよろしくお願いしたいと存じます。

世界で良いことをしよう！
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のより深い「愛着と誇り」に繋がっているような気がします。学びの深さと
は自分の中でロータリーを歴史を含め根底から見つめ直し考え体感して
みることでロータリーの素晴らしさ、つまりそれはいかに正しく与えられた自
分の仕事（ビジネス）を全うするか、多くの人と交わりその関わりあいから
学び、長じていかに人間として正しく生きるかという学ぶべき「本質」がそ
の経験を通じてほんの少しだけ垣間見られたような気がします。そしてそ
んな経験が私をそこに存在することの喜びや幸せをより一層深いものに
してくれているような気がします。「愛着と誇り」は長く存在している事や、
何かのポジションに就いていること、よく知識があることによって生まれる
ものではないと考えます。ましてやそれらは人間にとっての「偉さ」とは全く
無関係のものです。人間力を向上させる組織やプログラムは世の中にた
くさんありそれらの優劣を問うことはばかげています。ただ世の中にいくつ
もある素晴らしい組織の中でその一つのロータリーという組織に縁あって
入会したならばそれを活かすも活かさな いも自分次第であるとおもいます。
個々にそれぞれ違うアプローチを通じて自らの「愛着と誇り」を持てるロー
タリーを皆さんと一緒に味わって楽しんでいきたいとおもっています。

𠮷田 近博（高島RC）

2017-18年度 ガバナー補佐
（滋賀第1グループ）

　補佐をおおせつかり3年目を迎えて
おります。就任当初は補佐という大役
の重さに圧倒されておりましたが何と
か皆様のご協力を得てここまでくる事
ができました。今回のテーマである愛
着と誇りについて自分のおもうとところ

を記載させていただきます。私の場合ロータリーへの「愛着と誇り」がもて
たタイミングは会長を経験した時と現在進行形の補佐を経験しているこ
とにあります。この2つの事は私の普段のロータリー生活よりもずっとハー
ドルの高い事柄を経験することとなりました。故に事前に知識として学ば
なければならないことがあり、まだ終わってはいませんがその体験を通じて
多くの学びが深まりました。そしてそのことが結果として私のロータリーへ

て柔軟かつ円滑な運営が構築できますと、今まで以上のスケールの大き
なロータリーネットワークと活動が実現するものと期待致しております。
　このロータリーファミリーの貴重な原石（フェローズ）を委員会はサ
ポート役として磨き上げることにより、世に輝きを！世に変化をもたらす！
そんな希望とやりがいを持って奮闘しております。
　私も数々のロータリー物語がありましたが、正に今が『壮大な物語』を
創っている日々の瞬間として感じています。これも私自身がロータリーに
『愛着と誇り』があるからこそ加速して止まれない、今まで関わり一緒に
汗を流して来たロータリアンに感謝の気持ちでいっぱいでございます。
　どうか“会員増強” “ロータリーフェローズ”にご理解とご協力を頂けま
す様、宜しくお願い申し上げます。

岡嵜 正司 （水口RC）

2017-18年度
地区会員増強拡大・学友委員長

　日本のロータリーが会員減少し始めて
きたころに入会のお許しを頂いて早や
18年、そして地区委員会活動に携わって
あっという間の6年間、その間RIでは次々
と新しい戦略が打ち出され会員増強にお
きましては従来のロータリー観も尊重しな

がら、そして新しいロータリー観と風が吹き巻くなかでの事業を展開し、情報収集
と提供をしております。中 良々い結果がハッキリ出ない苦悩の連続ではございま
すが、「愛着と誇り」があるからこそ屈せず邁進できるのかなと思っております。
　そしてもう一つ、ＲＩが新しい定義の学友を含めた形での学友会結成と
して日本で２番目に誕生した地区ロータリー学友会（ロータリーフェローズ
2650）を受け持つことになり、正に委員会としては四面楚歌、現在は青少年
奉仕委員会関連の皆様や奨学生関連の皆様に協力を得て、疎遠また散 在
している学友の皆さんを募るため懸命に動いているところでございます。
　学友生の優れた知識・能力者の集まる組織体を整備し大きく成長し

　中でも、心に残っているのは1997～ 98年水口RC第37期大橋淳
一会長の下、幹事を拝命し姉妹クラブであった大韓民国・富川RCの
お世話により日韓少年サッカー親善交流を開催し、3泊4日の日程でス
ポーツ少年団選抜チームを派遣した時の事です。
　大変暑い時期ではありましたが、富川RCメンバーや対戦チームの
父兄には大変お世話になり、試合終了後には少年達も自然に解け合
い交流をし、その光景を見ていると将来の「まち」を担う少年達のエネル
ギーを感じ、開催して良かったと思
う瞬間でもありました。
　人生のなかでロータリー活動にお
いて多くの事を学び、楽しい機会を
得、有意義な時間であったと、又、こ
れからもそうであると思っています。

岡村 俊男 （水口RC）

2017-18年度
地区RLI委員長

　早いもので1991年(平成3年)に
入会以来26年が過ぎ、その間様々
な経験をさせて頂きました。
　さて、本年度田中ガバナーは「愛着と
誇り」をスローガンに掲げておられます。
　私にとって、ロータリー活動において

「愛 着と誇り」は青少年奉仕に対する思いが特に強く、1978年より開
催されている水口ロータリー杯少年サッカー大会や、ユース・ブラス・フェ
スティバルは、少年達の健全な育成に大切な事業であると考えています。

：私のロータリー物語
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地区事業報告

新会員セミナー（ IM1組）
のロータリーのバック
ボーンとなっているさ
まざまな指針や価値
観について、深く、しか
も分かり易く解説をし
ていただきました。セミ

ナーのメインプログラムであるグループ討議は、参加者が6
テーブルに分かれて、木村副委員長（福井RC）の司会のも
と、ロータリーに入会したきっかけや、自分の職業の紹介、自
分の職業で心がけているサービスの方針や理念などについ
て意見を発表しあい、初対面の人たちが初めてテーブルを
囲んで話し合っている
とは思えないほどの盛
り上がりのうちに予定
の時間が過ぎていき、
たいへ ん充実したも
のとなりました。

　9月16日、台風18号が近づ
いてくる雨模様の中、地区ロー
タリー情報委員会主催の「新

会員セミナー」が、IM1組（滋賀）の開催に併せて、滋賀県
下各クラブの新会員を対象として開催され、41名の新会員
が講演とグループ討議に参加されました。
　セミナーは、開会点鐘のあと、田中誠二ガバナーからご挨
拶をいただいて開始されました。今年度は、「職業奉仕」に
焦点をあててセミナーのプログラムを組んだことから、地区職
業奉仕委員会の中島健委員長にご講演をお願いし、現在

北谷 泰彦
（大和郡山RC）

2017-18年度
ロータリー情報委員長

IM第1組 「今、近江商人に学ぶ」
　基調講演に、東京
大学東洋文化研究所
教授 安冨歩氏をお迎
えして「近江商人の活
動とマネジメント思想」
と題して、近江商人と
マネジメントの結び付
き思想【男性という性
自認に疑問を抱き】女
性装での、考えさせられ
る見事な講演でした。
　パネルディスカッショ

ンでも、藤野滋社長様、小椋正清東近江市長様、塚本喜左
衛門社長様、そこに安冨歩教授様を交え「今、近江商人に学
ぶ」をテーマに、ロータリー活動と三方よし、四つのテストの結
びつきで、ご議論いただきました。
　親睦の懇親会は、やわらぎホールにて手作りでケータリン
グでの心からのおもてなしと身近な交流、地元てんびんの里
「郷音」の、歴史と迫力の
ある太鼓の演奏で友情の
絆が結ばれまし た。
　今後も「やればできる」
の友情のもと、みんなで
ロータリーの夢の実現に邁
進していきたいものです。

　第1組インタ－シティミーテン
グを、9月16日（土）滋賀県下21
クラブ478名のロータリアンが、

日本遺産にも登録されている伊庭の地、並びに近江商人発祥
の地、東近江市立能登川コミュニティセンターを本会議場とし、
「今、近江商人に学ぶ」をテーマに、ホストクラブ少人数のメン

バーで開催しました。
　「やればできる」の精
神で彦根南RCさんか
ら引き継いだ一年間、
近江商人についてメン
バー全員で、研究、議論
して、ゼネラルリーダー
河本英典パストガバ
ナー様のご指導を受け、
共に近江商人の本宅を
訪問など近江商人の神
髄に触れました。

足立 進
（五個荘能登川RC）

2017-18年度
IM第1組  I M実行委員長
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IM第4組報告
司葉子様より「ロータリーと私」のテーマでご講演をして頂き
ご自身が積極的に活動されている会員増強や新しいクラブ
創設の経緯、お父様や親戚の方がロータリアンであったご
縁のお話し、また昔懐かしい映画界のエピソードをお聞きし
出席者の全員が興味深く、懐かしく拝聴致しました。フォー
ラム「語ろう・これからのロータリー」では県下15クラブ各ク
ラブ会長様にご登壇頂き中窪ガバナー補佐様のコーディ
ネーターでディスカッションテーマ「会員増強と退会防止」
「2016年度規定審議会の改正」について各クラブ会長
様より取り組み方やクラブの考え方を語って頂き今後のク
ラブ運営において色々な学びを得る事が出来ました。今回
のIMでは国際色が在り大女優の司葉子様をお招きした事
で“華”のある大会になり国際ロータリークラブとして幅の広
い深みを感じる会合になったと実感しております。最後にな
りましたが、当日ご多
忙中にも関わらず多
数のご出席頂きまし
た県下会員の皆様
に改めて書面ではご
ざいますが厚く御礼
を申し上げます。

　秋の気配を感じる爽やか
な秋日和の9月30日（土）ホ
テル日航奈良にてIMを開催

致しました。当日はRI2650地区田中ガバナーをお迎え
し、北河原ゼネラルリーダーのご指導の下、ご来賓には、
前総務大臣高市早苗様、生駒市長小紫雅史様、中野
パストガバナー様・刀根パストガバナー様、地区役員の
皆様及び奉仕プロジェクトでのパートナー実施国、インド
ネシアRI第3410地区現ガバナーMr.スマントロ・ラジ
マンご夫妻、パストガバナーMr.ムステイン・スジャズア
リご夫妻にもご出席を頂き国際色豊かな開会式典となり
ました。
　基調講演ではRI2750地区東京恵比寿ロータリークラ
ブパスト会長・ロータリー親善大使、また、女優でおられる

古森 淳一
（生駒RC）

2017-18年度
IM第4組  I M実行委員長

新会員セミナー（ IM4組）
感が和らいだ感が
ありました。
　地区職業奉仕
委員会の中島健
委員長のご講演
は、職業奉仕の意

味やその実践の重要性、これがロータリーでとりわけ重
要視されてきた経過など、盛りだくさんな内容を、お聞きす
ることができました。
　セミナーの会場の雰囲気は、開催の組ごとに少しず
つ違いを感ずることがありますが、今回は、落ち着いて
静かな中にも、温かく和やかな空気を、グループ討議の
中に感じました。参加者が4テーブルに分かれて、ロータ
リーに入会したきっかけや、所属クラブの紹介、自分の
職業の話などについて、意見を発表しあいましたが、初
めて他のクラブのメ
ンバーと話をされた
方もおられ、ロータ
リーの交流が広が
るきっかけとなった
ことと思います。

　I M４組（奈良）の新会員
セミナーは、9月30日に、25
名の新会員が参加して開催

されました。新会員セミナーは、この一年間にロータリー
に加入されたメンバーが中心ですので、セミナーの参加
者数は、この間のロータリーの会員増強がそのまま反映
されます。今年の4組は昨年より人数はやや少なめでし
たが、活気では少しも引けを取らな
いものでした。
　毎回開会のご挨拶をいただいて
いる田中誠二ガバナーのお話も、
ゆったりと笑顔で語りかけて頂いて
いるようで、会場の方たちもリラッ
クスした雰囲気で、セミナーの緊張

北谷 泰彦
（大和郡山RC）

2017-18年度
ロータリー情報委員長
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アーチ C.クランフ

国際ロータリー
1916-17年度会長 出典・参照「国際ロータリー会長の100の名言集」

 「ロータリー財団は、煉瓦や石の記念碑を建てるためのものでは　
  ありません。大理石を使って仕事をすれば、それはいずれ破壊され
 てしまう。真鍮を使えば、それは消え去ってしまう。寺院を建てたなら、
 それはやがて塵と化してしまうでしょう。しかし、われわれの綱領にある
 ロータリーの精神の真の意味と、神への畏敬、同胞への慈愛に満ちた
  不屈の精神をもって、仕事をしたなら、われわれは、すべての永遠を
  照らす何かを銘板に刻むことになるのです」

国際ロータリー

歴代会長

語  録ごろく

国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー

心 を 動 か す

活動を実施しています。今年度
は正真正銘9月10日が日曜日
にあたり、当地区は福井、滋賀、
京都北部、京都南部Ａ・Ｂ・Ｃ、
奈良の各ゾーンに分かれて企画
を練り、様 な々地域で奉仕と親
睦活動の輪を繰り広げました。
　アクトの日は各クラブのアク

ターが協力して、アクト活動の素晴らしさを地域社会にPRする一方、ア
クター同士の交流から友情を育む得難い機会でもあります。アクターは
アクトの日から実に多くの
教訓を学ぶことでしょう。
　結びに地区内ロー
ターアクトクラブの更な
る発展とロータリアンの
皆様の更なるご支援を
祈念し、アクトの日の紹
介とさせていただきます。

アクトの日

宮本 研二（京都西RC）

2017-18年度
地区ローターアクト委員長

　ロータリアンの皆様にお尋ね
いたします。ローターアクトクラブ
活動「アクトの日」があるのをご存
知です か。
　初めて耳にした方や聞いたこと
はあるが参加したことがない人、今

までに参加した方、様々なロータリアンがおられることと存じます。
　今回ガバナー月信に掲載される貴重な機会を与えていただきまし
た。月信を通じて一人でも多くの方に知っていただき、少しでも関心
を寄せて、アクト活動の場で多くのロータリアンの皆さんと会えるの
を楽しみにしております。
　例年全国の各地区で、9月10日の一番近い日曜日に一斉にアクトの日

　タイトルのニコニコボックスですが、ロータリークラブの「手続要覧」には記載
がありません。また、ニコニコボックスは、国際ロータリー及びロータリー財団
に規定がありません。このことに関しては、ニコニコボックスが日本特有の制度
として進化してきたためではないかと推測した文献があるところです。
　他方で、ニコニコボックスの使途については、「ロータリー情報マニュアル」
に、奉仕活動資金に使われるとの記載があります。

ニコニコボックスには規定がない？

今さら聞
けない？

ロータリー

豆 知識
まめちしき

　2016-17年度に100歳の誕生日を迎えたロータリー財団。1世紀にわたり、世界中のロータリー会員による奉仕活動を支え、
奨学金を通じて若者を支援し、ポリオ撲滅を実現に近づけてきました。
　きれいな水と衛生設備の提供、疾病の予防と治療、平和と紛争解決、基本的教育の推進、経済と地域社会の発展は、いずれも
ロータリーが力を注いでいる分野です。これらの分野とポリオ撲滅において、ロータリー財団は重要な役割を果たしてきました。

　皆さまからの多大なご支援のおかげで、歴
史的な節目となる100周年度に、募金目標3
億ドルを超えるご寄付が寄せられました。年次
基金、恒久基金、ポリオプラス基金への皆さま
からの多大なご支援により、疾病との闘い、貧
困の緩和、きれいな水の提供、平和の推進、
経済の発展など、世界中でのロータリアンの
活動が可能となります。

　デイビッド C.フォワード著『世界でよいことをしよう：人びとの心に触
れた100年 』（David C. F. 2015 Doing Good in the World. 
Evanston:Rotary International. 日本語版あり）で、ポリオとの闘
いからロータリー平和センターの設立まで、ロータリー財団の豊かな歴
史をお読みください。財団の発展に尽くした人びと、活動の恩恵を受け
た人びとのストーリーを、数々の感動的逸話と写真で紹介します。
ご注文は下記ロータリーオンラインショップで。
https://shop.rotary.org/doing-good-in-the-world-hardcover-929
文章出典はhttps://my.rotary.org/によるが、一部字句を変更加筆しています

ロータリー財団100周年彙報

100周年度の募金目標が達成されました 100年の歴史をこの一冊で

い ほう
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京都府（42クラブ） 福井県（19クラブ）

滋賀県（21クラブ）

Eクラブ（1クラブ）

合計（97クラブ）

奈良県（14クラブ）

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

綾部 25 0 0 25 25 0 0 3 97.22 1

福知山 59 0 0 59 59 0 0 4 92.83 0

福知山西南 43 0 0 43 43 0 0 4 90.74 1

亀岡 31 0 0 31 28 3 0 4 100.00 0

亀岡中央 15 0 0 15 13 2 0 2 91.61 1

京丹後 33 0 1 32 34 2 4 3 84.38 3

京都 197 3 1 199 197 4 2 4 98.63 0

京都伏見 96 0 0 96 97 0 1 3 92.05 9

京都平安 22 0 1 21 21 1 1 2 97.73 4

京都東 87 0 0 87 88 0 1 3 96.23 0

京都東山 70 0 0 70 70 0 0 4 88.18 4

京都北東 24 0 0 24 24 0 0 4 89.14 1

京都イブニング 19 0 0 19 19 0 0 3 98.14 1

京都城陽 35 0 0 35 35 0 0 3 100.00 2

京都桂川 31 0 0 31 30 1 0 4 92.85 0

京都北 67 1 1 67 67 2 2 4 89.72 0

京都南 233 0 0 233 228 5 0 4 93.64 0

京都モーニング 45 1 0 46 45 1 0 4 98.88 5

京都紫野 52 3 0 55 52 3 0 3 100.00 0

京都中 39 0 0 39 38 1 0 3 100.00 0

京都西 105 0 1 104 105 0 1 2 99.51 0

京都乙訓 39 0 0 39 39 0 0 3 84.80 1

京都洛中 90 1 1 90 91 1 2 4 100.00 0

京都洛北 70 1 0 71 70 1 0 4 95.83 0

京都洛南 30 0 0 30 30 0 0 4 95.00 2

京都洛西 48 2 0 50 48 2 0 3 90.00 5

京都洛東 48 0 0 48 44 4 0 4 90.16 0

京都嵯峨野 24 0 0 24 24 0 0 4 73.64 1

京都さくら 25 0 0 25 25 0 0 4 87.79 7

京都西北 39 1 0 40 39 1 0 4 88.09 3

京都西南 45 0 0 45 43 2 0 4 97.57 3

京都紫竹 34 0 0 34 33 1 0 2 100.00 2

京都朱雀 36 0 0 36 36 0 0 4 85.65 3

京都田辺 19 0 0 19 19 0 0 3 92.16 3

京都山城 23 0 0 23 22 1 0 3 95.23 0

京都八幡 29 0 0 29 29 0 0 4 86.97 3

舞鶴 26 0 0 26 26 0 0 3 94.31 0

舞鶴東 36 0 1 35 36 0 1 4 90.58 3

宮津 33 0 0 33 31 2 0 4 94.63 0

園部 23 0 1 22 23 0 1 4 93.21 0

宇治 43 0 0 43 42 1 0 4 99.39 1

宇治鳳凰 47 0 0 47 46 1 0 4 97.34 6

小計 2,135 13 8 2,140 2,114 42 16 3.5 93.42 75

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

あすか 54 0 0 54 54 0 0 3 97.20 1

五條 32 0 0 32 32 0 0 4 90.93 0

平城京 23 0 0 23 23 0 0 4 87.22 2

生駒 21 0 0 21 20 1 0 3 76.19 2

橿原 43 1 0 44 43 1 0 3 89.08 1

奈良 126 3 1 128 125 4 1 4 90.60 5

奈良東 36 0 0 36 34 2 0 4 100.00 0

奈良西 42 2 0 44 42 2 0 4 83.25 3

奈良大宮 66 0 0 66 65 1 0 4 96.36 0

桜井 19 0 0 19 19 0 0 4 85.29 4

大和郡山 49 0 0 49 49 0 0 2 90.00 2

やまとまほろば 32 0 0 32 32 0 0 3 95.31 3

やまと西和 25 0 0 25 25 0 0 4 94.66 2

大和高田 96 0 0 96 95 1 0 4 100.00 4

小計 664 6 1 669 658 12 1 3.6 91.15 29

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

福井 137 1 0 138 135 3 0 4 82.09 11

福井あじさい 65 0 0 65 64 2 1 3 77.78 5

福井ﾌｪﾆｯｸｽ 59 1 0 60 59 1 0 4 73.75 10

福井東 49 0 0 49 49 1 1 3 82.75 10

福井北 110 1 0 111 109 2 0 4 75.57 11

福井南 34 0 0 34 36 0 2 4 80.15 1

福井西 34 0 0 34 34 0 0 2 94.65 4

福井水仙 24 0 0 24 24 0 0 4 79.17 2

勝山 27 0 0 27 27 0 0 4 87.04 3

丸岡 35 0 1 34 35 0 1 3 82.01 0

三国 32 0 0 32 32 0 0 3 82.98 4

大野 43 0 0 43 41 3 1 4 64.25 1

鯖江 32 0 0 32 32 0 0 3 76.80 3

鯖江北 14 0 0 14 14 0 0 4 76.78 0

武生 55 2 0 57 55 3 1 4 77.19 3

武生府中 28 0 0 28 28 0 0 4 96.15 0

敦賀 31 1 0 32 30 2 0 3 88.19 0

敦賀西 18 0 0 18 18 0 0 3 85.19 1

若狭 26 0 0 26 25 2 1 3 95.65 1

小計 853 6 1 858 847 19 8 3.5 82.01 70

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

びわ湖八幡 45 1 0 46 45 1 0 4 98.34 1

五個荘能登川 21 0 1 20 21 0 1 3 80.00 0

東近江 35 1 0 36 36 2 2 3 85.29 1

彦根 63 3 1 65 59 7 1 4 89.94 6

彦根南 70 0 0 70 70 0 0 4 87.82 0

湖南 41 0 0 41 39 2 0 3 98.01 3

草津 26 0 0 26 26 0 0 4 93.00 0

水口 33 0 0 33 32 1 0 4 100.00 0

守山 38 1 0 39 37 2 0 3 94.54 0

長浜 62 0 0 62 61 1 0 3 100.00 3

長浜東 58 0 0 58 58 1 1 3 93.34 0

長浜北 25 0 0 25 24 1 0 3 98.67 4

近江八幡 43 0 0 43 39 4 0 4 99.32 1

大津 116 3 0 119 116 5 2 4 100.00 5

大津中央 31 0 1 30 31 0 1 3 79.36 4

大津東 23 0 0 23 22 1 0 4 86.96 4

大津西 22 0 0 22 21 1 0 4 88.81 0

栗東 43 1 0 44 41 3 0 4 90.83 2

高島 49 0 0 49 48 1 0 4 100.00 2

野洲 40 0 0 40 39 1 0 3 93.97 2

八日市南 45 1 0 46 45 1 0 2 81.99 2

小計 929 11 3 937 910 35 8 3.5 92.39 40

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

日本ロータリー
Eクラブ2650 47 0 0 47 42 5 0 2 100.00 6

小計 47 0 0 47 42 5 0 2 100.00 6

クラブ名 前月末
会員数 入会 退会 8月末

会員数
期　首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性
会員数

合計 4,628 36 13 4,651 4.571 113 33 3.2 90.70 220

■表作成にあたって

　・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
　・入退会者数、8月会員数および入退会者累計数は8月末現在です。
　・「期首会員数」は、2017年6月末会員数です。

第2650地区　2017年8月会員数の増減および出席率表
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆
様の資料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万4千点を収集・整
備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出
版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームペー
ジでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあ
りますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

◎「米山先生と和田家の父母そして兄」　神崎正陳　米山梅吉記念館　2017　6p　（館報Vol.30）
◎「ポール・ハリスはフリーメーソンだった」　塚原房樹 　2016　2p　 （D.2510月信）
◎「ロータリーへの道　私達のポール・ハリス研究」　西宮夙川R.C.   1996　58p
◎「ロータリーの歴史年表(2017年8月改訂版）」　諏訪昭登　2017　10p
◎「ロータリー歴史探訪」　田中 毅　2004　131p
◎「ロータリーの向かう所」　斎藤直美　2017　3p 　（D.2830地区大会記録誌）
◎「２つの奉仕理念と実践活動」　石井良昌 　2017　7p 　（D.2670地区大会記録）
◎「ロータリーにはなぜ高潔性Integrityが必要？」　刀根荘兵衛　 2017　3p　（D.2650月信）
◎「ロータリーの心を学ぶ」　富田英壽　2017　3p　（D.2700月信） 

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

〒105–0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL (03)3433-6456・FAX (03)3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

文庫通信（ 3 6 1号） http://www.rotary-bunko.gr.jp

ロータリー資料より

ロータリー文庫

国際ロータリー第2650地区 2017－18年度　8月 会員の動き

8月入会者一覧 8月退会者一覧

ご逝去会員一覧

クラブ名 氏名 職業分類
福井 河合　真児 中央銀行

福井フェニックス 竹下　照夫 税理士

福井北 佐佐木アユ美 食品企画販売

武生 高村　和朋 学習塾

武生 土本　喜則 自動車部品製造

敦賀 櫻井　泰行 社会福祉

びわ湖八幡 八町　直樹 小料理店

東近江 藤居　和美 不動産仲介

彦根 川村　嘉昭 電力供給

彦根 正村　嘉規 文具・事務用品販売

彦根 四方　清文 商業銀行

大津 中堀　敏信 電気卸

大津 西山　忠彦 クレジット

大津 丘　　信行 公共放送

守山 川那辺昭司 FA自動制御

栗東 村田　勝重 自動車販売

八日市南 井黒　　淳 税理士

京都 伊藤慎一郎 生命保険

クラブ名 氏名 職業分類
京都 桑田　周一 損害保険

京都 本多　隆朗 仏教

京都北 井口　素孝 科学機器製造

京都モーニング 人見　浩司 地方銀行

京都紫野 岩井　　潤 フィルム加工業

京都紫野 小林田巳生 電気工事

京都紫野 山口　博也 特殊大型機械設置

京都洛中 大森　浩史 電信電話事業

京都洛北 五十嵐義之 損害保険

京都洛西 林　　裕介 不動産管理

京都洛西 小菅　八郎 竹工芸品制作

京都西北 千代　良子 飲食業

橿原 速水　正明 百貨店

奈良 宮崎　好弘 ホテル

奈良 尾原　謙治 百貨店

奈良 辻　　嘉明 電気工事

奈良西 小松　玲子 プラント設備

奈良西 寺田　信弘 鋼板加工業

クラブ名 氏名
丸岡 納谷　隆俊

五個荘能登川 片山　三郎

京都 稲田　道雄

京都平安 野瀬　規子

京都北 細見健次郎

京都洛中 田中　恭介

舞鶴東 岩田　宗一

彦根 山﨑　　滋

大津中央 村田　憲治

京丹後 藤原　邦夫

京都西 髙田　忠雄

園部 佐野　真二

奈良 尾西　楽斎

第2650地区のホームページ
http://www.rid2650.gr.jp

第2650地区のホームページでは、各地区
委員会活動の報告や各クラブからの事業
報告、様々なメッセージ等を掲載いたします。
ぜひご覧になってください。

国際ロータリー第2650地区
ホームページの紹介

2017-18年度ガバナー

国際ロータリー第2650地区Kyoto
Nara
Shiga
Fukui

ガバナー事務所●
〒600-8216 京都府京都市下京区東塩小路町614番地　新京都センタービル5階520号室
TEL：075-343-2650　FAX：075-343-2651　E-mail：gov2017-18@rid2650.gr.jp

田中 誠二

各クラブ様で実施されました奉仕事業の報告記事をお寄せください。メールにて原稿を添付いただき、400字以内、写真2枚
程度でお願いいたします。誌面の都合により投稿された全ての記事を掲載できない場合がございますので予めご了承ください。　
投稿先メールアドレス　gov2017-18@rid2650.gr.jp

「ガバナー月信」に
 投稿しませんか？【 【


